
リモートセンシング地籍調査の作業手順 

 

地籍調査に必要な四等三角点を

国土地理院が設置 

（
Ｒ
Ｅ
工
程
） 

(RH工程) 

(RG 工程) 

(RF 工程) 

 

 (RD 工程) 

(RA・RB工程) 

 

・事業計画策定及び事務手続き 

・事業着手準備作業、地元説明会等 

 

 

・国家基準点（1～4等三角点、電子基準点）から 

 調査地区を測量する基礎となる地籍図根三角点を 

設置するための測量 

 

 

・航空機やドローンに搭載されたレーザースキャナ 

からの照射時間、衛星から得られる航空機の位置情 

報から、地上の標高や地形の形状を調べる 

 

 

・登記簿及び公図から調査図素図を作成 

・調査図素図をもとに、請負者が現地調査を行い、 

 必要な基準を確認する  

・土地所有者が一堂に会し、土地境界を確認 

 

 

・現地調査及び筆界点検 

点を設置するための測量（FⅠ） 

・図根多角点及び細部図根点等をもとに一筆ごとの 

土地の筆界点を測量（FⅡ-1） 

・測量結果から地籍図原図を作成（FⅡ-2） 

 

 

 

・F工程で測量した筆界点座標をもとに一筆ごとの 

 土地面積を測量する作業 

 

 

・上記各作業工程における調査及び測量の結果作成 

 された地籍図原図及び地籍簿案を 20日間一般の 

閲覧に供し、成果品たる地籍図及び地籍簿を作成 

する作業 

 

 

・地籍図、地籍簿を都道府県が審査し、国土交通大臣 

 の承認を得て知事が認証する 

・認証された地籍図及び地籍簿の写しを、登記所（ 

 法務局）へ送付する 

(RC 工程) 
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